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研 修 報 告 書 

 

１，研修日程  平成 28年 2月 5日（金）から 7日（日）まで 

２，研修先及び目的 

（１） 滋賀県大津市 第 20回アメニティフォーラム 

（２） 障がい児・者の支援について最前線での情報や研修 

３，研修参加者 

   篠原 公子  川島 さゆり 

４，研修内容 

 ・2月 5日（金）１２：００～２３：００ 

「はたらくこと、くらすこと」（前厚生労働省事務次官村木厚子氏） 

「超高齢・人口減少社会と地域の生き残り」（東京大学高齢社会総合研究機関特任教授辻哲

夫氏） 

「先輩に学ぶ福祉の仕事をする意味について今あらためて」（前訪問の家理事長日浦美智江

氏・いわみ福祉会理事長室崎富恵氏・糸賀財団理事笠原吉孝氏・全国地域定着支援センタ

ー協議会会長田島良昭氏・聞き手は、神奈川大学教授の浅野史郎氏によるパネルディスカ

ッション） 

「3 年後の法改正に向けて財源論に新たな視点を」（早稲田大学法学学術院副学術院長菊池

馨実氏・厚生労働省年金局長鈴木俊彦氏・前駐スウェーデン日本国特命全権大使渡邊芳樹

氏・聞き手は、毎日新聞社論説委員、野澤和弘氏のパネルディスカッション） 

「障がい者総合支援法の 3年後の見直しに向けて」（厚生労働省障がい保健福祉部長の藤井

康弘氏） 

「又村あおいプレゼンツ！はたらくの最前線」（新潟県のんぴーり青山の会、のんぴーり

AXIS統括所長寺口能弘氏・岐阜県社会福祉法人いぶき福祉会専務理事北川隆史氏による

障がい者児の就労支援状況） 

 

・2月 6日（土）８：３０～１９；００ 

「自閉症の僕が飛び跳ねる理由」（作家の東田直樹氏）「わが子の可能性を信じる子育て」（東

田美紀氏） 

「ぼくの命は言葉とともにある」（東京大学先端科学技術研究センター教授福島智氏・元厚



生労働省障がい福祉課企画官伊原和人氏・毎日新聞社論説委員野澤和弘氏） 

「社会福祉関係の予算と福祉サービスの今後の展開」（厚生労働省官房長蒲原基道氏） 

「財源を税に依存している障がい福祉のこれから」 

「これからの日本をデザインする、共に支えあう仕組みを作ろう」（中央大学法学部教授宮

本太郎氏・内閣官房一億総活躍推進次長大島一博氏・熱海市市長齋藤栄氏・国際医療福祉

大学大学院教授堀田聰子氏） 

「潔くあきらめない、錯覚と脱錯覚を生きる」（精神科医、臨床心理士北山修氏） 

 

・2月 7日（日）８:３０～１３：３０ 

「引きこもりの実態と構造、高齢化する引きこもり（徳島大学ソシオ・アーツ・アンド・サ

イエンス研究部准教授境泉洋氏）」 

「子どもの貧困対策の最前線！社会的養護の現実と課題」（一般社団法人こどもみらい横浜

会長新井淳子氏・NPO法人キーアセットディレクター渡邊守氏・ファミリーホーム、ホ

ームばーばぱぱ山本節子氏・二葉乳児院院長都留和光氏・児童養護施設報恩母の家施設長

花田悦子氏・社会福祉法人麦の子会理事北川聡子氏・厚生労働省障がい保健福祉部長藤井

康弘氏） 

「生きづらさに向かい合うこと」（徳島大学ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部准

教授境泉洋氏・龍谷大学社会学部臨床福祉学科准教授山田容氏・滋賀県健康医療福祉部健

康福祉政策課長鈴野崇氏・精神科医、南高愛隣会理事長田島光浩氏） 

 

◎考察 

２０１２年にも行かせて頂きこれで２回目だが、各分野の専門家が集まり、最新情報も絡

めての全国でもここしかない素晴らしい研修である。スケジュールはハードだったが、各

分科会に分かれての自由に選択できるシステムで、今回は特に実践での生の体験を多く

聞けたのが収穫であった。少子高齢化社会において、障がい者にも日本の一員としてこの

一億総活躍社会の中での担い手となって活躍して頂く時代になったことや、これからの

地域おこし、地域活性化において、特に農業においては、障がい者・児の力が必要なこと

が強調されていた。就労支援では、新潟県あげての基板ネットワークの経緯やのんぴーり

青山の小型家電リサイクルで就労者の工賃アップの様子が聞けて大変良かった。その他、

ひきこもりの実態の中で、１０年間で、親の高齢化とともに、引きこもりの年齢も上がっ

ている現状、本人からの相談はあまりなく、兄弟姉妹や親からの相談が増えていて、かな

り深刻な状況になっての緊急事態での相談が増えている実態がわかり、当町の実態が心

配になった。滋賀県地域定着支援センターは、社会福祉法人グローに委託しているが、そ

の幸重相談員の実践報告が大変素晴らしく１人の障がい者の自立に対し、家庭背景から

現在に至るまでとことん寄り添う姿勢に感銘を受けた。３日間濃厚な研修を活かし当町

においても実態を把握し、今後一般質問など政策提言につなげて参りたい。 


